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Ⅰ．２０２２年２月期 第１四半期実績

Ⅱ．業績予想の修正

Ⅲ．トピックス

Ⅳ．業績・財務の補足情報

本資料に掲載されている当社の業績見込み等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。
市場の動向や経済情勢等の様々な要因により、実際の業績はこの予想とは大きく異なる結果となる可能性がございます。



Ⅰ．２０２２年２月期 第１四半期実績
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１ 前年同期比

２ 当初予想比



２０２２年２月期 第１四半期実績

２０２１年２月期
３月ー５月

２０２２年２月期
３月ー５月

実績 実績 増減額 前期比

営業利益 △１.５億円 ５０.８億円 ５２.３億円 -

経常利益 △５.５億円 ４９.１億円 ５４.６億円 -

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
△９.１億円 ２７.５億円 ３６.６億円 -

連結

5

前期は、コロナウイルスの影響による来店客数の大幅な減少により赤字。今期は、コロナウイルスの影響は軽微で、国内直
営店の小売台数の増加、豪州子会社の新車販売台数の増加などにより大幅増益。第１四半期として過去最高益。

過去最高益を更新



6

２０２２年２月期 第１四半期 連結営業利益の増益要因

実績
（前期比）

増益要因

１
直営店
小売台数

・ 国内中古車市場の回復
・ 前期新規出店した大型店の寄与
・ 継続して取り組んでいる効果的な広告投下

２ 台あたり粗利
・ 前期、コロナウイルスの影響により、低下した台あたり
粗利の回復

３ 豪州子会社
・ 西オーストラリア新車市場の好況による新車販売台数
の増加
・ 継続して強化している中古車販売が好調維持

４ 為替相場
・ 為替相場の円安進行による豪州セグメント利益が、
前期の相場換算で約２億円増加

個別は、大型店を含む既存店が好調。営業利益：前１Ｑ △４.５億円→今１Ｑ ３２.７億円
豪州は、中古車販売が好調維持に加え、新車販売が伸長。営業利益：前１Ｑ １.７億円→今１Ｑ １１.６億円（為替影響がな
かったとしても増益）



特別損失の計上

7

東京都千代田区丸の内２－７－３
東京ビルディング２４階・２５階

現・本社

東京都千代田区丸の内２－７－２
ＪＰタワー２６階

新・本社 ２０２２年２月～（予定）

東京都千代田区内幸町２－１－６
日比谷パークフロント１８階

サテライトオフィス ２０２１年７月～

現・本社の固定資産の未償却残高の費用化及び原状回復費用等
合計８.５億円を本社移転費用として特別損失に計上

７月１４日取締役会にて
本社移転を決議
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１ 前年同期比

２ 当初予想比



２０２２年２月期 第１四半期 連結営業利益の当初予想と実績

9

‘２２/２

１Ｑ当初予想

‘２２/２

１Ｑ実績

５０.８億円

２６.０億円

＋２４.８億円
① 個別業績 ・小売台数の増加

② 豪州子会社業績
・新車販売台数の増加
・為替相場が円安で進行

当初予想と実績の差異要因連結営業利益
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２０２２年２月期 第１四半期 連結営業利益の差異要因

①個別業績

実績
（予想比）

当初予想との差異要因

１ 小売台数 大型店を中心に既存店を含め来店客数が増加

２ 小売粗利 想定通りの実績

３ 販管費
想定通りの実績
（ネット広告の効率化により広告宣伝費は減少）

小売台数は当初予想においても前期比で増加する想定も、中古車市場の想定以上の活性化により、大型店を中心に既存
店を含め来店客数が想定以上に増加、広告投下の効果も大型店来店客数増加に寄与。
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小売台数の増加要因

３４,７６９

‘２１/２
１Ｑ

‘２２/２
１Ｑ

当初予想

小売台数

中古車市場は前下期トレンド比で横ばいと想定していたが、想定以上に活況となった。広告宣伝を洗練し、効果的な投下を
進めたことが奏功。大型店を中心に来店客数が想定以上に増加。

（単位：台）

３８,８０８

‘２２/２
１Ｑ
実績

大型店を中心に既存店を含め来店客数が
想定以上に増加
・中古車市場が想定以上に活性化
・効果的な広告投下が奏功



２０２２年２月期 第１四半期 連結営業利益の差異要因

12

②豪州子会社業績

実績
（予想比）

当初予想との差異要因

１ 新車販売
鉄鋼石価格の上昇に起因する西オーストラリア新車市場
の好況を背景に想定を超えて増加

２ 中古車販売
想定通りの成長
（中古車販売強化による好調を維持）

３ 販管費
想定通りの実績
（豪ドルベース）

４ 為替相場
豪ドル相場の想定以上の円安進行により、営業利益が
約２億円上振れ

鉄鋼石価格の上昇による西オーストラリア新車市場の好況は当初の想定を超える状況で、結果として、新車販売台数が想
定を超えて増加。為替相場円安進行も豪州子会社の利益を増加させる一因に。
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鉄鉱石価格と為替相場の円安進行
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３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月

鉄鉱石価格の推移

（単位：円/トン） ‘２２/２

‘２１/２

前年同期比
約２倍に上昇

豪ドル/円の為替レートの月次推移（月末ＴＴＭ）

（単位：円）

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

三菱ＵＦＪ銀行 外国為替相場一覧表より当社作成

前下期並みと想定していた西オーストラリアの新車市場が想定以上の好況。前期の期中平均並みと想定していた為替相場
が想定以上に円安で進行。

財務省 貿易統計より当社作成

想定以上の
円安進行



Ⅱ．業績予想の修正
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通期業績の当初予想（２０２１年４月１４日公表）

‘１７/２ ‘１８/２ ‘１９/２ ‘２０/２ ‘２１/２ ‘２２/２当初予想

４４.９

１２５.０

１０５.７
上期

下期

（単位：億円）

連結営業利益

７６.０
（当初予想）

商品設計変更
による

一時的な減少

15

６７.７

９０.９

創業以来の最高益１１１億円を更新するとともに、３期連続の増益、前期比で１９億増益の見通し。

６６.０

５９.０２３.２

２１.７

４２.５

２５.２

２９.５

４.４

４４.６

４６.２

６５.１

４０.５

＋１９.３億円
の見通し

３４.０

過去最高益更新３期連続増益



通期業績の修正予想（２０２１年７月１４日公表）

‘１７/２ ‘１８/２ ‘１９/２ ‘２０/２ ‘２１/２ ‘２２/２修正予想

６７.７

上期

下期

（単位：億円）

連結営業利益

商品設計変更
による

一時的な減少

16

４４.９

９０.９

１０５.７

１５０.０

１Ｑの業績を踏まえ、連結営業利益を１２５億から１５０億円に上方修正。創業以来の最高益１１１億円を更新するとともに、
前期比で４４億円増益の見通し。

６６.０

８４.０

６５.１

４０.５

＋４４.３億円
の見通し

過去最高益更新３期連続増益

７６.０
（当初予想）

２３.２

２１.７

４２.５

２５.２

２９.５

４.４

４４.６

４６.２

３４.０



２０２２年２月期 業績の修正予想（通期）

当初予想 修正予想 当初予想差 当初予想比

営業利益 １２５億円 １５０億円 ２５億円 ２０.０％

経常利益 １１４億円 １３９億円 ２５億円 ２１.９％

親会社株主に
帰属する
当期純利益

５８億円 ７１億円 １３億円 ２２.４％

連結

17

１Ｑの業績を踏まえ、連結営業利益を１２５億円から１５０億円に上方修正。
国内中古車市場や豪州新車市場の状況については、当初予想の前提から変更せず。為替相場は、今後、前期比で円安に
よる影響は縮小すると見通しているため、当初の前提から変更せず。２Ｑ以降の連結営業利益予想は据え置き。
１Ｑにおける特別損失の計上を踏まえて、特別損失の想定を当初予想の１０億円から１５億円に修正。



２０２２年２月期 業績の修正予想（第２四半期累計）

当初予想 修正予想 当初予想差 当初予想比

営業利益 ５９億円 ８４億円 ２５億円 ４２.４％

経常利益 ５３億円 ７８億円 ２５億円 ４６.７％

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
２７億円 ３９億円 １２億円 ４４.４％

連結

18

１Ｑの業績を踏まえ、上期連結営業利益を５９億円から８４億円に上方修正。上期の特別損失予想５億円を１０億円に修
正したことを織り込む。



Ⅲ．トピックス
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‘２１/２ １Ｑ末 ‘２２/２ １Ｑ末

キャッシュ・フローと在庫の状況

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

‘２２/２ １Ｑ

第１四半期の連結キャッシュ・フロー※

（単位：百万円）

※連結キャッシュ・フロー計算書は、第１四半期と第３四半期に開示は行っておりませんでしたが、当第１四半期より、決算説明資料にのみ任意の開示を行います。 20

ＦＣＦ
４,６０２

個別期末在庫金額と在庫回転日数

（単位：百万円）

営業ＣＦ
４,９６０

４８,２９９

２０２２年２月期
ＦＣＦの見込み

・連結営業利益は増益。通期１５０億円見込み。
・販売需要に応じた在庫コントロールを継続実施。
・２Ｑ以降に大型店と整備工場の出店を進める。

プラス
見込み

４２,８０５

在庫回転日数=商品（期首・期末加重平均）/売上原価

８５.３日

７２.３日

在庫回転日数

個別期末在庫金額



本社移転の目的

21

東京都千代田区丸の内２－７－２
ＪＰタワー２６階

新・本社 ２０２２年２月～（予定）

東京都千代田区内幸町２－１－６
日比谷パークフロント１８階

サテライトオフィス ２０２１年７月～

在宅勤務等

リモートワーク

コロナ前から進めていた取り組み

・オンラインコミュニケーションの促進
・ＩＴ投資を用いた効率的な働き方を
積極的に導入

コロナ禍の約１年間の状況

・本社においては在宅勤務を中心に
業務を遂行
・効率的な仕事の進め方が定着

本社は意思決定の場と位置づけ、日頃のコミュニケーションや業務は
サテライトオフィスや在宅勤務等を活用する方針に転換

結果として、家賃・共益費が５億円程度減少の見込み（来期２０２３年２月期）

新しい働き方
を推進



Ⅳ．業績・財務の補足情報

22



[連結]当期１Ｑ営業利益

５０.８億
23

[連結]１Ｑ営業利益の増益要因・減益要因（前期比）

[個別]人件費

△５.３億

[個別]広告宣伝費

＋０.４億

[個別]上記以外の販管費

＋１.８億

豪州子会社営業利益

＋９.９億

小売台数要因

⚫ 来店客数の増加による増加

⚫ 前期に感染症関連損失として人件

費の一部を特別損失に振替処理し

た反動による増加

⚫ ネット集客の効率化による削減

⚫ 店舗数減少に伴う運営費用の減少

⚫ 新卒採用人数減少に伴う費用の減

少

⚫ 新車販売台数の増加

⚫ 中古車販売台数好調の維持

⚫ 為替相場の円安進行

[連結]前期１Ｑ営業利益

△１.５億

その他

＋５.０億
⚫ 国内新車、中古車市場の回復によ

る国内子会社の業績回復

⚫ 前期のれん減損損失計上による

のれん償却額減少

粗利要因

⚫ 台あたり小売粗利、卸売粗利の増加
[個別]売上総利益

＋４０.２億
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[連結・個別]損益計算書（第１四半期）

個別

２０１９年２月期
第１四半期

２０２０年２月期
第１四半期

２０２１年２月期
第１四半期

２０２２年２月期
第１四半期

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ５５,５８８ １００.０ ６５,３３３ １００.０ ６４,９９１ １００.０ ７８,５４０ １００.０ １３,５４９ ２０.８

売上原価 ４３,３５３ ７８.０ ５１,０６０ ７８.２ ５３,４６２ ８２.３ ６２,９８３ ８０.２ ９,５２１ １７.８

売上総利益 １２,２３４ ２２.０ １４,２７３ ２１.８ １１,５２９ １７.７ １５,５５７ １９.８ ４,０２８ ３４.９

販売費及び一般管理費 １２,０３８ ２１.７ １２,７８４ １９.６ １１,９８８ １８.４ １２,２８３ １５.６ ２９５ ２.５

営業利益 １９５ ０.４ １,４８８ ２.３ △４５９ ー ３,２７３ ４.２ ３,７３２ ー

経常利益 ８４ ０.２ １,１６０ １.８ △６３６ ー ３,２２０ ４.１ ３,８５６ ー

税引前四半期純利益 △１２２ ー ９３３ １.４ △１,５１９ ー ２,０９４ ２.７ ３,６１３ ー

四半期純利益 △１６３ ー ５８８ ０.９ △６６８ ー １,４２４ １.８ ２,０９２ ー

連結

２０１９年２月期
第１四半期

２０２０年２月期
第１四半期

２０２１年２月期
第１四半期

２０２２年２月期
第１四半期

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ７１,４１１ １００.０ ９０,２０６ １００.０ ８３,７２４ １００.０ １１７,０１３ １００.０ ３３,２８９ ３９.８

売上原価 ５６,１０４ ７８.６ ７２,５２１ ８０.４ ６９,００２ ８２.４ ９５,２６４ ８１.４ ２６,２６２ ３８.１

売上総利益 １５,３０６ ２１.４ １７,６８５ １９.６ １４,７２２ １７.６ ２１,７４８ １８.６ ７,０２６ ４７.７

販売費及び一般管理費 １４,９２７ ２０.９ １６,１７４ １７.９ １４,８７５ １７.８ １６,６６３ １４.２ １,７８８ １２.０

営業利益 ３７８ ０.５ １,５１０ １.７ △１５３ ー ５,０８４ ４.３ ５,２３７ ー

経常利益 １０３ ０.１ ９５９ １.１ △５５２ ー ４,９１１ ４.２ ５,４６３ ー

税金等調整前四半期純利益 △５９ ー ７３６ ０.８ △１,０７１ ー ４,０６９ ３.５ ５,１４０ ー

親会社株主に帰属する四半期純利益 △１４６ ー ４４７ ０.５ △９１４ ー ２,７５２ ２.４ ３,６６６ ー



[連結]貸借対照表

前連結会計年度末
(２０２１年２月２８日)

当期第１四半期末
(２０２１年５月３１日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 ４３,１７９ ４７,２９４

受取手形及び売掛金 ６,８７５ ５,０６４

商品 ７２,９１３ ７１,５４６

その他 ３,９６６ ４,５１０

貸倒引当金 △３２８ △３２３

流動資産合計 １２６,６０５ １２８,０９１

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ３６,９１８ ３７,３０２

減価償却累計額 △１６,４１１ △１７,２３６

建物及び構築物（純額） ２０,５０７ ２０,０６６

車両運搬具 １５３ １２４

減価償却累計額 △３２ △３４

車両運搬具（純額） １２１ ８９

工具、器具及び備品 ４,３３５ ４,３４２

減価償却累計額 △３,６０６ △３,６５５

工具、器具及び備品（純額） ７２９ ６８７

土地 ２１８ ２１８

建設仮勘定 １２１ １８３

有形固定資産合計 ２１,６９７ ２１,２４５

無形固定資産

ソフトウェア １,７１７ １,６２５

のれん ７,６９８ ７,６７３

その他 ４,９９６ ４,６５３

無形固定資産合計 １４,４１２ １３,９７２

投資その他の資産

投資有価証券 １３９ １４６

関係会社株式 １３１ ２０５

長期貸付金 ３０ ４５

敷金及び保証金 ５,８３５ ５,８２６

建設協力金 ４,６１４ ４,５０４

繰延税金資産 ３,２５３ ３,９１４

その他 ５４４ ５２５

貸倒引当金 △４３ △４３

投資その他の資産合計 １４,５０６ １５,１２５

固定資産合計 ５０,６１６ ５０,３４３

資産合計 １７７,２２２ １７８,４３５

（単位：百万円）

前連結会計年度末
(２０２１年２月２８日)

当期第１四半期末
(２０２１年５月３１日)

負債の部
流動負債

買掛金 ２０,９４０ ２１,０３８

短期借入金 １,１１７ １,１３６

未払金 ３４２ ３４７

1年内返済予定の長期借入金 ４,５８６ ４,０１４

未払法人税等 ２,０５２ ２,００６

前受金 ９,０１０ ８,１６６

預り金 ２０５ ３３１

賞与引当金 １,１６７ １３６

商品保証引当金 ７３７ ７９３

その他の引当金 ７１５ ８９６

その他 ６,６５８ ７,８６０

流動負債合計 ４７,５３４ ４６,７２８

固定負債

長期借入金 ７９,１６９ ７８,８４５

長期預り保証金 ５０６ ５７１

資産除去債務 ２,５４６ ２,２４７

繰延税金負債 １,６１６ １,６２１

その他の引当金 ５８４ ６５８

その他 ２４９ ２９６

固定負債合計 ８４,６７２ ８４,２４１

負債合計 １３２,２０６ １３０,９７０

純資産の部

株主資本

資本金 ４,１５７ ４,１５７

資本剰余金 ４,３８４ ４,３８４

利益剰余金 ３９,６６５ ４１,８６１

自己株式 △４,３４４ △４,３４４

株主資本合計 ４３,８６２ ４６,０５８

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 １３４ ２０１

その他の包括利益累計額合計 １３４ ２０１

非支配株主持分 １０１８ １,２０５

純資産合計 ４５,０１５ ４７,４６５

負債純資産合計 １７７,２２２ １７８,４３５
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[連結]キャッシュ・フロー計算書

２０２１年２月期
第１四半期

２０２２年２月期
第１四半期

税金等調整前当期純利益 ー ４,０６９

減価償却費 ー ７２４

のれん償却額 ー １２１

運転資本増減 ー ２,４１１

法人税等の支払額 △１,５４７

その他 ー △８１８

営業活動によるキャッシュ・フロー ー ４,９６０

投資活動によるキャッシュ・フロー ー △３５８

フリー・キャッシュ・フロー ー ４,６０２

財務活動によるキャッシュ・フロー ー △５６１

換算差額・新規連結に伴う増減額 ー ７４

現金・現金同等物の増減額 ー ４,０９８

現金・現金同等物の期首残高 ー ４３,１７９

現金・現金同等物の四半期末残高 ー ４７,２９４

（単位：百万円）

26※連結キャッシュ・フロー計算書は、第１四半期と第３四半期に開示は行っておりませんでしたが、当第１四半期より、決算説明資料にのみ任意の開示を行います。



[連結・個別]損益計算書（通期）

通期（連結）

２０１９年２月期 ２０２０年２月期 ２０２１年２月期 ２０２２年２月期

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

予想
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ３０９,４１０ １００.０ ３６１,６８４ １００.０ ３８０,５６４ １００.０ ４０５,４００ １００.０ ２４,８３６ ６.５

売上原価 ２４４,７０７ ７９.１ ２８７,７２４ ７９.６ ３０７,７５４ ８０.９ ３２４,７００ ８０.１ １６,９４６ ５.５

売上総利益 ６４,７０２ ２０.９ ７３,９５９ ２０.４ ７２,８１０ １９.１ ８０,７００ １９.９ ７,８９０ １０.８

販売費及び一般管理費 ６１,３０１ １９.８ ６４,８６８ １７.９ ６２,２３９ １６.４ ６５,７００ １６.２ ３,４６１ ５.６

営業利益 ３,４００ １.１ ９,０９１ ２.５ １０,５７１ ２.８ １５,０００ ３.７ ４,４２９ ４１.９

経常利益 ２,０７２ ０.７ ６,８６７ １.９ ９,６４２ ２.５ １３,９００ ３.４ ４,２５８ ４４.２

税金等調整前当期純利益 １,４７８ ０.５ ３,９１７ １.１ ４,５２４ １.２ １２,４００ ３.１ ７,８７６ １７４.１

親会社株主に帰属する当期純利益 ３８１ ０.１ ３,５４５ １.０ １,４８４ ０.４ ７,１００ １.８ ５,６１６ ３７８.４

通期（個別）

２０１９年２月期 ２０２０年２月期 ２０２１年２月期 ２０２２年２月期

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

予想
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ２３４,６１８ １００.０ ２５８,００８ １００.０ ２７５,７１０ １００.０ ２９６,０００ １００.０ ２０,２９０ ７.４

売上原価 １８１,８４７ ７７.５ １９９,４０６ ７７.３ ２１９,２５８ ７９.５ ２３４,９００ ７９.４ １５,６４２ ７.１

売上総利益 ５２,７７０ ２２.５ ５８,６０２ ２２.７ ５６,４５１ ２０.５ ６１,１００ ２０.６ ４,６４９ ８.２

販売費及び一般管理費 ５０,０１８ ２１.３ ５０,８６７ １９.７ ４８,５９３ １７.６ ５０,０００ １６.９ １,４０７ ２.９

営業利益 ２,７５１ １.２ ７,７３５ ３.０ ７,８５８ ２.９ １１,１００ ３.８ ３,２４２ ４１.３

経常利益 ２,６７３ １.１ ６,９６４ ２.７ ７,６４２ ２.８ １０,６００ ３.６ ２,９５８ ３８.７

税引前当期純利益 １,７０７ ０.７ ３,４５７ １.３ △４５８ ー ９,１００ ３.１ ９,５５８ ー

当期純利益 ９３３ ０.４ ３,５００ １.４ △２,０８１ ー ５,７００ １.９ ７,７８１ ー
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（注）1Ｑの特別損失の計上を踏まえ、特別損失の想定を当初予想の１０億円から１５億円に修正しております。



[連結・個別]損益計算書（第２四半期累計）

第２四半期累計（個別）

２０１９年２月期
第２四半期累計

２０２０年２月期
第２四半期累計

２０２１年２月期
第２四半期累計

２０２２年２月期
第２四半期累計

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

予想
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 １１０,５８９ １００.０ １２９,８０６ １００.０ １３４,１５０ １００.０ １５０,０００ １００.０ １５,８５０ １１.８

売上原価 ８５,９５９ ７７.７ １００,０９９ ７７.１ １０７,１４５ ７９.９ １１８,９００ ７９.３ １１,７５５ １１.０

売上総利益 ２４,６３０ ２２.３ ２９,７０６ ２２.９ ２７,００４ ２０.１ ３１,１００ ２０.７ ４,０９６ １５.２

販売費及び一般管理費 ２４,３３７ ２２.０ ２５,４２４ １９.６ ２３,７３６ １７.７ ２５,０００ １６.７ １,２６４ ５.３

営業利益 ２９３ ０.３ ４,２８２ ３.３ ３,２６７ ２.４ ６,１００ ４.１ ２,８３３ ８６.７

経常利益 ９５ ０.１ ３,７２１ ２.９ ３,１０１ ２.３ ５,８５０ ３.９ ２,７４９ ８８.６

税引前四半期純利益 △１６２ ー ３,３９７ ２.６ ２,３８３ １.８ ４,８５０ ３.２ ２,４６７ １０３.５

四半期純利益 △３９１ ー ２,２５３ １.７ ２,００５ １.５ ３,０００ ２.０ ９９５ ４９.６

第２四半期累計（連結）

２０１９年２月期
第２四半期累計

２０２０年２月期
第２四半期累計

２０２１年２月期
第２四半期累計

２０２２年２月期
第２四半期累計

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

予想
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 １４３,９３７ １００.０ １７９,２７６ １００.０ １７８,１０９ １００.０ １９８,７００ １００.０ ２０,５９１ １１.６

売上原価 １１３,７７１ ７９.８ １４２,４７８ ７９.５ １４４,１４５ ８０.９ １５７,５００ ７９.３ １３,３５５ ９.３

売上総利益 ３０,１６５ ２１.０ ３６,７９７ ２０.５ ３３,９６３ １９.１ ４１,２００ ２０.７ ７,２３７ ２１.３

販売費及び一般管理費 ２９,７１９ ２０.６ ３２,１７３ １７.９ ２９,９１０ １６.８ ３２,８００ １６.５ ２,８９０ ９.７

営業利益 ４４５ ０.３ ４,６２４ ２.６ ４,０５３ ２.３ ８,４００ ４.２ ４,３４７ １０７.３

経常利益 △１０６ ー ３,６３４ ２.０ ３,１４７ １.８ ７,８５０ ４.０ ４,７０３ １４９.４

税金等調整前四半期純利益 △２８１ ー ３,２９２ １.８ ２,７１７ １.５ ６,８５０ ３.４ ４,１３３ １５２.１

親会社株主に帰属する四半期純利益 △５９８ ー ２,１２４ １.２ １,３７５ ０.８ ３,９００ ２.０ ２,５２５ １８３.６
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（注）1Ｑの特別損失の計上を踏まえ、特別損失の想定を当初上期予想の５億円から１０億円に修正しております。


